
様式第15号（第41条関係）

　沿岸広域振興局長

(法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）

 ＊整理番号

 ＊受理年月日  　年　月　日

 ＊施設番号

台

1,542 kℓ

476 kℓ

35 kℓ

備考１ ＊印の欄には、記載しないこと。

２

３

４

５

〒026-0000
岩手県釜石市岩井町1丁目4番地

２．県内に設置している工場又は事業所並びに店舗の一覧の記載欄が足りない場合には、別に（別途）一覧を作
成の上、添付してください。                                             （Ａ４）

変更計画書の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。

エネルギー使用量の欄は県民の健康で快適な生活を確保するための環境の保全に関する条例施行規則第39条第１
項に規定する工場又は事業場に該当する場合に、自動車の使用台数の欄は同条第２項に該当する場合に記載する
こと。

SMC株式会社釜石第3工場
〒026-0055
岩手県釜石市甲子町10地割405番地22

令和　7　年　6　月　3　日

　県民の健康で快適な生活を確保するための環境の保全に関する条例第83条の規定により、地球温暖
化対策の実施状況について、次のとおり届け出ます。

地球温暖化対策実施状況届出書

 二酸化炭素の排出の状況

6,739 kl

住所　　〒104-0031 東京都中央区京橋1丁目5-5

SMC株式会社釜石工場

岩手県釜石市上中島町2丁目4番1号
主たる工場又は事業場の所
在地

提出者　ＳＭＣ株式会社

氏名　　代表取締役社長　　　髙田　芳樹

 別紙のとおり。

主たる工場又は事業場の名
称

 エネルギー使用量

 自動車の使用台数

１．事業者に関する事項

 その他の地球温暖化の対策
 の実施状況

エネルギー使用量については、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74
号）第４条の方法により原油の数量へ換算した量を記載すること。

SMC株式会社釜石第2工場

 二酸化炭素の排出の抑制の
 ための措置状況

エネルギーの使用の合理化
等に関する法律第19条第1項
に定める連鎖化事業者

該当しない

 変更年月日及び理由 　　年　　月　　日

〒026-0041
岩手県釜石市上中島町2丁目4番1号

工場等の名称 工場等の所在地

２．県内に設置している工場又は事業所並びに店舗の一覧

エネルギーの使用量

SMC株式会社釜石工場

正



2,121 kℓ

696 kℓ

1,211 kℓ

659 kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

kℓ

SMC株式会社遠野工場
〒028-0502
岩手県遠野市青笹町中沢27地割11-1

SMC株式会社遠野第2工場
〒028-0502
岩手県遠野市青笹町中沢27地割1-1

SMC株式会社釜石第4工場
〒026-0055
岩手県釜石市甲子町10地割159番地3

SMC株式会社釜石第5工場
〒026-0000
岩手県釜石市岩井町1丁目8番地

２．県内に設置している工場又は事業所並びに店舗の一覧の記載欄が足りない場合の記載欄

工場等の名称 工場等の所在地 エネルギーの使用量



（ 2024 ）年度

数値
Ａ

単位
熱量(GＪ)

Ｂ
数値

Ｃ
単位

熱量(GＪ)
Ｄ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

1.00 ｋＬ 33 ｋＬ 33 2 4 -1

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

756.03 ｋＬ 27,595 ｋＬ 27,595 1,892 1,842 50

ｋＬ ｋＬ

5.30 ｋＬ 206 ｋＬ 206 15 17 -2

ｋＬ ｋＬ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

544.30 ｔ 27,269 ｔ 27,269 1,630 2,156 -526

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

輸入原料炭 ｔ ｔ

コークス用原料炭 ｔ ｔ

吹込用原料炭 ｔ ｔ

輸入一般炭 ｔ ｔ

国産一般炭 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｋＬ GＪ/ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

55,104 3,539 4,019 -480

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

23,263.82 千ｋWh 200,999 千ｋWh 200,999

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

1,419.01 千ｋWh 5,108 千ｋWh 5,108

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

206,108

261,212 3,539 4,019 -480

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

別紙　その１（工場又は事業者用）　釜石・遠野全工場合計

１　温室効果ガスの排出状況

（１）エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量

エネルギーの種類 エネルギーの使用量 販売したエネルギー使用量
Ｅ=Ｂ-Ｄ

二酸化炭素排出
量

（t-CO2）

化
石
燃
料

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート（ＮＧＬ）

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス（ＬＰＧ）

石油系炭化水素ガス

可燃性天然ガス
液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

輸入無煙炭

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

その他の燃料

都市ガス

(          )

(          )

非
化
石
燃
料

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

バイオガス

その他バイオマス

RDF

RPF

廃タイヤ

廃プラスチック(一般廃棄物)

廃プラスチック(産業廃棄物)

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

その他燃料（　　　　　　　　　　　　）

小　　計　①

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

地熱

温泉熱

太陽熱

雪氷熱

小　　計　②

上記以外の二酸化炭素

合   計　④＝①＋②＋③

（２）原油換算エネルギー使用量＝（１）のエネルギー合計使用量×0.0258）

原油換算エネルギー使用量 6,739 kL

電
気

電気事業者①

電気事業者② ※複数契約している場合使用

自己託送（非燃料由来を除く）

自家発電

太陽光

水力

風力

その他

小　　計　③

前年度二酸化炭
素排出量
（t-CO2）

対前年度比二酸
化炭素排出量

（t-CO2）

合　　計 3,539

パーフルオロカーボンの排出量

六ふっ化硫黄の排出量

三ふっ化窒素の排出量

メタンの排出量

一酸化二窒素の排出量

ハイドロフルオロカーボンの排出量

備考１　原油換算量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）第４条の方法
          により換算してください。
　　　２　二酸化炭素排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成11年政令第143号）の第3条の規定により算
          定してください。
　　　３　エネルギーの使用量の欄には、県内に設置している工場又は事業所並びに店舗におけるエネルギー使用量の合計を
　　　　記載してください。

（３）温室効果ガスの総排出量

区　　分 温室効果ガスの排出量

二酸化炭素の排出量
エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素 3,539



（ 2024 ）年度

数値
Ａ

単位
熱量(GＪ)

Ｂ
数値

Ｃ
単位

熱量(GＪ)
Ｄ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

0.58 ｋＬ 19 ｋＬ 19 1 3 -1

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

75.33 ｋＬ 2,750 ｋＬ 2,750 189 146 43

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

149.52 ｔ 7,491 ｔ 7,491 448 528 -80

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

輸入原料炭 ｔ ｔ

コークス用原料炭 ｔ ｔ

吹込用原料炭 ｔ ｔ

輸入一般炭 ｔ ｔ

国産一般炭 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｋＬ GＪ/ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

10,260 638 676 -39

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

5,729.41 千ｋWh 49,502 千ｋWh 49,502

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

49,502

59,762 638 676 -39

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

別紙　その１（工場又は事業者用）　釜石第1工場

１　温室効果ガスの排出状況

（１）エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量

エネルギーの種類 エネルギーの使用量 販売したエネルギー使用量
Ｅ=Ｂ-Ｄ

二酸化炭素排出
量

（t-CO2）

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス（ＬＰＧ）

石油系炭化水素ガス

前年度二酸化炭
素排出量
（t-CO2）

対前年度比二酸
化炭素排出量

（t-CO2）

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート（ＮＧＬ）

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

可燃性天然ガス
液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

輸入無煙炭

その他の燃料

都市ガス

(          )

(          )

非
化
石
燃
料

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

化
石
燃
料

廃プラスチック(産業廃棄物)

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

バイオガス

その他バイオマス

RDF

RPF

廃タイヤ

廃プラスチック(一般廃棄物)

その他燃料（　　　　　　　　　　　　）

小　　計　①

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

地熱

温泉熱

太陽熱

雪氷熱

小　　計　②

電
気

電気事業者①

電気事業者② ※複数契約している場合使用

自己託送（非燃料由来を除く）

自家発電

合   計　④＝①＋②＋③

（２）原油換算エネルギー使用量＝（１）のエネルギー合計使用量×0.0258）

原油換算エネルギー使用量 1,542 kL

太陽光

水力

風力

その他

小　　計　③

メタンの排出量

一酸化二窒素の排出量

ハイドロフルオロカーボンの排出量

（３）温室効果ガスの総排出量

区　　分 温室効果ガスの排出量

二酸化炭素の排出量
エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素 638

上記以外の二酸化炭素

合　　計 638

備考１　原油換算量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）第４条の方法
          により換算してください。
　　　２　二酸化炭素排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成11年政令第143号）の第3条の規定により算
          定してください。
　　　３　エネルギーの使用量の欄には、県内に設置している工場又は事業所並びに店舗におけるエネルギー使用量の合計を
　　　　記載してください。

パーフルオロカーボンの排出量

六ふっ化硫黄の排出量

三ふっ化窒素の排出量



（ 2024 ）年度

数値
Ａ

単位
熱量(GＪ)

Ｂ
数値

Ｃ
単位

熱量(GＪ)
Ｄ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

140.95 ｋＬ 5,145 ｋＬ 5,145 353 383 -31

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

輸入原料炭 ｔ ｔ

コークス用原料炭 ｔ ｔ

吹込用原料炭 ｔ ｔ

輸入一般炭 ｔ ｔ

国産一般炭 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｋＬ GＪ/ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

5,145 353 383 -31

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

1,538.94 千ｋWh 13,296 千ｋWh 13,296

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

13,296

18,441 353 383 -31

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

別紙　その１（工場又は事業者用）　釜石第2工場

１　温室効果ガスの排出状況

（１）エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量

エネルギーの種類 エネルギーの使用量 販売したエネルギー使用量
Ｅ=Ｂ-Ｄ

二酸化炭素排出
量

（t-CO2）

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス（ＬＰＧ）

石油系炭化水素ガス

前年度二酸化炭
素排出量
（t-CO2）

対前年度比二酸
化炭素排出量

（t-CO2）

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート（ＮＧＬ）

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

可燃性天然ガス
液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

輸入無煙炭

その他の燃料

都市ガス

(          )

(          )

非
化
石
燃
料

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

化
石
燃
料

廃プラスチック(産業廃棄物)

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

バイオガス

その他バイオマス

RDF

RPF

廃タイヤ

廃プラスチック(一般廃棄物)

その他燃料（　　　　　　　　　　　　）

小　　計　①

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

地熱

温泉熱

太陽熱

雪氷熱

小　　計　②

電
気

電気事業者①

電気事業者② ※複数契約している場合使用

自己託送（非燃料由来を除く）

自家発電

合   計　④＝①＋②＋③

（２）原油換算エネルギー使用量＝（１）のエネルギー合計使用量×0.0258）

原油換算エネルギー使用量 476 kL

太陽光

水力

風力

その他

小　　計　③

メタンの排出量

一酸化二窒素の排出量

ハイドロフルオロカーボンの排出量

（３）温室効果ガスの総排出量

区　　分 温室効果ガスの排出量

二酸化炭素の排出量
エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素 353

上記以外の二酸化炭素

合　　計 353

備考１　原油換算量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）第４条の方法
          により換算してください。
　　　２　二酸化炭素排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成11年政令第143号）の第3条の規定により算
          定してください。
　　　３　エネルギーの使用量の欄には、県内に設置している工場又は事業所並びに店舗におけるエネルギー使用量の合計を
　　　　記載してください。

パーフルオロカーボンの排出量

六ふっ化硫黄の排出量

三ふっ化窒素の排出量



（ 2024 ）年度

数値
Ａ

単位
熱量(GＪ)

Ｂ
数値

Ｃ
単位

熱量(GＪ)
Ｄ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

5.30 ｋＬ 206 ｋＬ 206 15 17 -2

ｋＬ ｋＬ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

輸入原料炭 ｔ ｔ

コークス用原料炭 ｔ ｔ

吹込用原料炭 ｔ ｔ

輸入一般炭 ｔ ｔ

国産一般炭 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｋＬ GＪ/ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

206 15 17 -2

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

130.93 千ｋWh 1,131 千ｋWh 1,131

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

1,131

1,337 15 17 -2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

別紙　その１（工場又は事業者用）　釜石第3工場

１　温室効果ガスの排出状況

（１）エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量

エネルギーの種類 エネルギーの使用量 販売したエネルギー使用量
Ｅ=Ｂ-Ｄ

二酸化炭素排出
量

（t-CO2）

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス（ＬＰＧ）

石油系炭化水素ガス

前年度二酸化炭
素排出量
（t-CO2）

対前年度比二酸
化炭素排出量

（t-CO2）

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート（ＮＧＬ）

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

可燃性天然ガス
液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

輸入無煙炭

その他の燃料

都市ガス

(          )

(          )

非
化
石
燃
料

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

化
石
燃
料

廃プラスチック(産業廃棄物)

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

バイオガス

その他バイオマス

RDF

RPF

廃タイヤ

廃プラスチック(一般廃棄物)

その他燃料（　　　　　　　　　　　　）

小　　計　①

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

地熱

温泉熱

太陽熱

雪氷熱

小　　計　②

電
気

電気事業者①

電気事業者② ※複数契約している場合使用

自己託送（非燃料由来を除く）

自家発電

合   計　④＝①＋②＋③

（２）原油換算エネルギー使用量＝（１）のエネルギー合計使用量×0.0258）

原油換算エネルギー使用量 35 kL

太陽光

水力

風力

その他

小　　計　③

メタンの排出量

一酸化二窒素の排出量

ハイドロフルオロカーボンの排出量

（３）温室効果ガスの総排出量

区　　分 温室効果ガスの排出量

二酸化炭素の排出量
エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素 15

上記以外の二酸化炭素

合　　計 15

備考１　原油換算量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）第４条の方法
          により換算してください。
　　　２　二酸化炭素排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成11年政令第143号）の第3条の規定により算
          定してください。
　　　３　エネルギーの使用量の欄には、県内に設置している工場又は事業所並びに店舗におけるエネルギー使用量の合計を
　　　　記載してください。

パーフルオロカーボンの排出量

六ふっ化硫黄の排出量

三ふっ化窒素の排出量



（ 2024 ）年度

数値
Ａ

単位
熱量(GＪ)

Ｂ
数値

Ｃ
単位

熱量(GＪ)
Ｄ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

0.42 ｋＬ 14 ｋＬ 14 1 1 0

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

394.78 ｔ 19,778 ｔ 19,778 1,182 1,628 -446

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

輸入原料炭 ｔ ｔ

コークス用原料炭 ｔ ｔ

吹込用原料炭 ｔ ｔ

輸入一般炭 ｔ ｔ

国産一般炭 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｋＬ GＪ/ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

19,793 1,183 1,629 -446

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

7,224.87 千ｋWh 62,423 千ｋWh 62,423

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

62,423

82,215 1,183 1,629 -446

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

別紙　その１（工場又は事業者用）　釜石第4工場

１　温室効果ガスの排出状況

（１）エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量

エネルギーの種類 エネルギーの使用量 販売したエネルギー使用量
Ｅ=Ｂ-Ｄ

二酸化炭素排出
量

（t-CO2）

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス（ＬＰＧ）

石油系炭化水素ガス

前年度二酸化炭
素排出量
（t-CO2）

対前年度比二酸
化炭素排出量

（t-CO2）

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート（ＮＧＬ）

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

可燃性天然ガス
液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

輸入無煙炭

その他の燃料

都市ガス

(          )

(          )

非
化
石
燃
料

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

化
石
燃
料

廃プラスチック(産業廃棄物)

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

バイオガス

その他バイオマス

RDF

RPF

廃タイヤ

廃プラスチック(一般廃棄物)

その他燃料（　　　　　　　　　　　　）

小　　計　①

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

地熱

温泉熱

太陽熱

雪氷熱

小　　計　②

電
気

電気事業者①

電気事業者② ※複数契約している場合使用

自己託送（非燃料由来を除く）

自家発電

合   計　④＝①＋②＋③

（２）原油換算エネルギー使用量＝（１）のエネルギー合計使用量×0.0258）

原油換算エネルギー使用量 2,121 kL

太陽光

水力

風力

その他

小　　計　③

メタンの排出量

一酸化二窒素の排出量

ハイドロフルオロカーボンの排出量

（３）温室効果ガスの総排出量

区　　分 温室効果ガスの排出量

二酸化炭素の排出量
エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素 1,183

上記以外の二酸化炭素

合　　計 1,183

備考１　原油換算量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）第４条の方法
          により換算してください。
　　　２　二酸化炭素排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成11年政令第143号）の第3条の規定により算
          定してください。
　　　３　エネルギーの使用量の欄には、県内に設置している工場又は事業所並びに店舗におけるエネルギー使用量の合計を
　　　　記載してください。

パーフルオロカーボンの排出量

六ふっ化硫黄の排出量

三ふっ化窒素の排出量



（ 2024 ）年度

数値
Ａ

単位
熱量(GＪ)

Ｂ
数値

Ｃ
単位

熱量(GＪ)
Ｄ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

155.40 ｋＬ 5,672 ｋＬ 5,672 389 290 99

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

輸入原料炭 ｔ ｔ

コークス用原料炭 ｔ ｔ

吹込用原料炭 ｔ ｔ

輸入一般炭 ｔ ｔ

国産一般炭 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｋＬ GＪ/ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

5,672 389 290 99

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

2,240.30 千ｋWh 19,356 千ｋWh 19,356

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

539.03 千ｋWh 1,941 千ｋWh 1,941

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

21,297

26,969 389 290 99

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

別紙　その１（工場又は事業者用）　釜石第5工場

１　温室効果ガスの排出状況

（１）エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量

エネルギーの種類 エネルギーの使用量 販売したエネルギー使用量
Ｅ=Ｂ-Ｄ

二酸化炭素排出
量

（t-CO2）

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス（ＬＰＧ）

石油系炭化水素ガス

前年度二酸化炭
素排出量
（t-CO2）

対前年度比二酸
化炭素排出量

（t-CO2）

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート（ＮＧＬ）

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

可燃性天然ガス
液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

輸入無煙炭

その他の燃料

都市ガス

(          )

(          )

非
化
石
燃
料

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

化
石
燃
料

廃プラスチック(産業廃棄物)

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

バイオガス

その他バイオマス

RDF

RPF

廃タイヤ

廃プラスチック(一般廃棄物)

その他燃料（　　　　　　　　　　　　）

小　　計　①

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

地熱

温泉熱

太陽熱

雪氷熱

小　　計　②

電
気

電気事業者①

電気事業者② ※複数契約している場合使用

自己託送（非燃料由来を除く）

自家発電

合   計　④＝①＋②＋③

（２）原油換算エネルギー使用量＝（１）のエネルギー合計使用量×0.0258）

原油換算エネルギー使用量 696 kL

太陽光

水力

風力

その他

小　　計　③

メタンの排出量

一酸化二窒素の排出量

ハイドロフルオロカーボンの排出量

（３）温室効果ガスの総排出量

区　　分 温室効果ガスの排出量

二酸化炭素の排出量
エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素 389

上記以外の二酸化炭素

合　　計 389

備考１　原油換算量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）第４条の方法
          により換算してください。
　　　２　二酸化炭素排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成11年政令第143号）の第3条の規定により算
          定してください。
　　　３　エネルギーの使用量の欄には、県内に設置している工場又は事業所並びに店舗におけるエネルギー使用量の合計を
　　　　記載してください。

パーフルオロカーボンの排出量

六ふっ化硫黄の排出量

三ふっ化窒素の排出量



（ 2024 ）年度

数値
Ａ

単位
熱量(GＪ)

Ｂ
数値

Ｃ
単位

熱量(GＪ)
Ｄ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

273.20 ｋＬ 9,972 ｋＬ 9,972 684 765 -81

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

輸入原料炭 ｔ ｔ

コークス用原料炭 ｔ ｔ

吹込用原料炭 ｔ ｔ

輸入一般炭 ｔ ｔ

国産一般炭 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｋＬ GＪ/ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

9,972 684 765 -81

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

4,278.03 千ｋWh 36,962 千ｋWh 36,962

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

36,962

46,934 684 765 -81

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

別紙　その１（工場又は事業者用）　遠野工場

１　温室効果ガスの排出状況

（１）エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量

エネルギーの種類 エネルギーの使用量 販売したエネルギー使用量
Ｅ=Ｂ-Ｄ

二酸化炭素排出
量

（t-CO2）

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス（ＬＰＧ）

石油系炭化水素ガス

前年度二酸化炭
素排出量
（t-CO2）

対前年度比二酸
化炭素排出量

（t-CO2）

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート（ＮＧＬ）

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

可燃性天然ガス
液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

輸入無煙炭

その他の燃料

都市ガス

(          )

(          )

非
化
石
燃
料

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

化
石
燃
料

廃プラスチック(産業廃棄物)

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

バイオガス

その他バイオマス

RDF

RPF

廃タイヤ

廃プラスチック(一般廃棄物)

その他燃料（　　　　　　　　　　　　）

小　　計　①

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

地熱

温泉熱

太陽熱

雪氷熱

小　　計　②

電
気

電気事業者①

電気事業者② ※複数契約している場合使用

自己託送（非燃料由来を除く）

自家発電

合   計　④＝①＋②＋③

（２）原油換算エネルギー使用量＝（１）のエネルギー合計使用量×0.0258）

原油換算エネルギー使用量 1,211 kL

太陽光

水力

風力

その他

小　　計　③

メタンの排出量

一酸化二窒素の排出量

ハイドロフルオロカーボンの排出量

（３）温室効果ガスの総排出量

区　　分 温室効果ガスの排出量

二酸化炭素の排出量
エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素 684

上記以外の二酸化炭素

合　　計 684

備考１　原油換算量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）第４条の方法
          により換算してください。
　　　２　二酸化炭素排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成11年政令第143号）の第3条の規定により算
          定してください。
　　　３　エネルギーの使用量の欄には、県内に設置している工場又は事業所並びに店舗におけるエネルギー使用量の合計を
　　　　記載してください。

パーフルオロカーボンの排出量

六ふっ化硫黄の排出量

三ふっ化窒素の排出量



（ 2024 ）年度

数値
Ａ

単位
熱量(GＪ)

Ｂ
数値

Ｃ
単位

熱量(GＪ)
Ｄ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

111.15 ｋＬ 4,057 ｋＬ 4,057 278 258 20

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

輸入原料炭 ｔ ｔ

コークス用原料炭 ｔ ｔ

吹込用原料炭 ｔ ｔ

輸入一般炭 ｔ ｔ

国産一般炭 ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｋＬ ｋＬ

ｋＬ ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｔ GＪ/ｔ

ｋＬ GＪ/ｋＬ

千㎥ 千㎥

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

4,057 278 258 20

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

GＪ GＪ

2,121.35 千ｋWh 18,328 千ｋWh 18,328

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

879.98 千ｋWh 3,168 千ｋWh 3,168

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

千ｋWh 千ｋWh

21,496

25,553 278 258 20

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

t-CO2

別紙　その１（工場又は事業者用）　遠野第2工場

１　温室効果ガスの排出状況

（１）エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量

エネルギーの種類 エネルギーの使用量 販売したエネルギー使用量
Ｅ=Ｂ-Ｄ

二酸化炭素排出
量

（t-CO2）

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス（ＬＰＧ）

石油系炭化水素ガス

前年度二酸化炭
素排出量
（t-CO2）

対前年度比二酸
化炭素排出量

（t-CO2）

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート（ＮＧＬ）

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

可燃性天然ガス
液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

輸入無煙炭

その他の燃料

都市ガス

(          )

(          )

非
化
石
燃
料

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

化
石
燃
料

廃プラスチック(産業廃棄物)

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

バイオガス

その他バイオマス

RDF

RPF

廃タイヤ

廃プラスチック(一般廃棄物)

その他燃料（　　　　　　　　　　　　）

小　　計　①

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

地熱

温泉熱

太陽熱

雪氷熱

小　　計　②

電
気

電気事業者①

電気事業者② ※複数契約している場合使用

自己託送（非燃料由来を除く）

自家発電

合   計　④＝①＋②＋③

（２）原油換算エネルギー使用量＝（１）のエネルギー合計使用量×0.0258）

原油換算エネルギー使用量 659 kL

太陽光

水力

風力

その他

小　　計　③

メタンの排出量

一酸化二窒素の排出量

ハイドロフルオロカーボンの排出量

（３）温室効果ガスの総排出量

区　　分 温室効果ガスの排出量

二酸化炭素の排出量
エネルギーの使用に伴って発生する二酸化炭素 278

上記以外の二酸化炭素

合　　計 278

備考１　原油換算量は、エネルギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和54年通商産業省令第74号）第４条の方法
          により換算してください。
　　　２　二酸化炭素排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（平成11年政令第143号）の第3条の規定により算
          定してください。
　　　３　エネルギーの使用量の欄には、県内に設置している工場又は事業所並びに店舗におけるエネルギー使用量の合計を
　　　　記載してください。

パーフルオロカーボンの排出量

六ふっ化硫黄の排出量

三ふっ化窒素の排出量



１　地球温暖化対策計画の達成状況

2020～2022年度平均生産高原単位比
CO2排出量削減2024年度目標値1％以上に対し、釜石地区：-11％，遠野地区：-37％と未達成。

生産減となったことで、前年度比に対しては、電力、LPG、ｶﾞｿﾘﾝ、A重油の使用量は減量となった。
灯油は主に空調の使用となっており、夏季の熱中症予防対策として空調稼働時間の増加が影響して増加した。

今後は生産効率向上の施策を検討し推進して削減に努める。

廃棄物排出量削減2024年度目標値1％以上に対し、釜石地区：-23％，遠野地区：-19％と未達成。

今後は、廃液，廃プラなどの有価物化を促進して廃棄物排出量の削減に努める。
 
水使用量削減2024年度目標値1％以上に対し、釜石地区：-34％，遠野地区：-18％と未達成。

遠野工場では雨水の再利用及び手洗い場流水量削減等の対策を講じてはいるが、生産高減が大きく影響して未達成となった。

今後は、雨水の再利用及び節水啓蒙を促進し水使用量の削減に努める。

➀電気

 ・.不必要な場所の照明の間引き及び消灯、生産に影響しないﾌﾛｱの昼休み時間及び休憩時間の消灯の徹底継続実施

 ・加工ｻｲｸﾙﾀｲﾑ短縮(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ見直し,刃具条件見直し等)による電力使用量削減
 ・蛍光灯照明のLED化（釜石第2工場1号棟設置完了）

 ・ｸﾞﾘｰﾝ電力(100%)購入(22.4月～)

 ・省ｴﾈかんばん提出による積極的な活動参加の推進

　（省ｴﾈかんばん提出件数：48件、電力使用量2000t-co2/年削減）

 ・ﾒｯｷ槽昇温時間の削減(22,880kwh/年削減)

 ・塗装機(網ﾀｲﾌﾟ)ｻｲｸﾙﾀｲﾑのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを見直して待機時間削減(38,232kwh/年削減)
 ・釜石第5工場・遠野第2工場太陽光発電ｼｽﾃﾑ設置稼動(釜石：540千kwh/年，遠野:880千kwh/年発電)

②灯油

 ・空調機器の整備点検実施

 ・冷暖房の温度管理の徹底（夏：28℃以上、冬20℃以下）継続実施 

③A重油

 ・暖房効率を高めるために間仕切りを実施。

④LPG
・塗装工程網載せ数を変更して塗装時間短縮によるLPG使用量削減（144kg/年削減）

⑤廃棄物

 ・廃ﾌﾟﾗ(PP材･PS材)分別による有価物化の実施(有価物排出量6,000kg/年）

 ・廃ﾌﾟﾗ(ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾊﾟﾚｯﾄ,ﾊﾞｹｯﾄ等)の有価物化の実施(有価物排出量30,000kg/年)

 ・塗料ｶｽ排出方法変更による減量化の実施。（4,,600kg/年削減)

 ・木製ﾊﾟﾚｯﾄの修繕再利用化の実施。(2,700kg/年修繕済）

⑥水

 ・.ﾄｲﾚ,洗面所,ｼｬﾜｰ室などに「節水」表示設置して啓蒙活動実施

 ・.雨水ﾀﾝｸを設置し植物の水やりなどで再利用

 ・.手洗い場の流水量調整実施

⑥その他

 ・.釜石・遠野地区全従業員に対し環境自覚教育を実施（8月末全従業員教育実施完了）

備考　計画書に記載した各種取組の進捗・達成状況について記載してください

遠野工場では、混合廃液増加と、棚卸時の不用品廃棄等で排出量が増量したことも要因になるが、生産高減が大きく影響して
未達成となった。

別紙　その２

【目標値の達成状況（進捗状況）】  

釜石第5工場と新工場増設、稼動開始に伴いｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が増量したが、設備移動、生産立上中など、まだ生産高に繋がっ
ていないことや受注減による生産高減が大きく影響し、生産高原単位比では未達成となった。

また、同様の理由から、加工現場に空調を導入したことから、今後も増加すると予想されるため、適正温度の徹底を実施し、無
駄な燃料使用を避けるように努める。

釜石第5工場稼働開始に伴い、廃棄物排出量増量してきたが、生産高に繋がっていないことや受注減による生産高減が大きく
影響して、生産高原単位比では未達成となった。廃棄物排出量では、前年比110ｔ/年減。

【具体的な取組状況】  

釜石第5工場稼働開始に伴い、水使用量増量してきたが、生産高に繋がっていないことや受注減による生産高減が大きく影響
し未達成となった。



２　その他の地球温暖化の対策の実施状況
　１）社会貢献活動・・地域美化活動として工場周辺の清掃活動年2回以上実施する
   2024年実績：釜石工場-6月，10月釜石第1・2・5，4工場周辺ごみ拾い清掃活動
　遠野工場-6，9月工場周辺清掃活動

　2）生物多様性保全の推進：SDGS植栽活動年2回以上実施する

   2024年実績：釜石工場-6月，10月釜石第1・2・5，4工場ﾌﾟﾗﾝﾀｰ,花壇に季節の花を植栽

　遠野工場-6，9月工場ﾌﾟﾗﾝﾀｰ,花壇に季節の花を植栽
　3）地球温暖化防止の推進活動
　業界団体の取り組みに参画/啓蒙活動の実施年2回以上

　2024年実績：7～8月環境自覚教育実施，8月ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ環境教育実施，9月ｴｺｽﾀｯﾌ養成ｾﾐﾅｰ受講・認定，11月㈱日立産機
ｼｽﾃﾑ様空気圧縮機省ｴﾈ勉強会参加など


